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2024年度以降の
北海道風力実証試験のためのマージンについて

（報告）

第94回調整力及び需給バランス評価等に
関する委員会 資料4-1

2024年 1月24日

調整力及び需給バランス評価等に関する委員会 事務局



2１．はじめに

◼ 本機関では、業務規程第128条に基づき、連系線に確保するマージンを策定し、「実需給断面におけるマージン
の設定の考え方及び確保理由」を公表している。

◼ 北海道風力実証試験のためのマージンについては、第13回本委員会（2017.2.14）において北海道風力

実証試験実施中はマージンを設定すること、第14回（2017.3.23）及び第16回（2017.4.14）本

委員会においてマージンの具体的な設定方法や量についてご議論いただき、2017年度よりマージンを

設定している。

◼ 今回、第49回系統ワーキンググループ（2023.12.6）において、 2024年4月を目途に北海道風力実証試

験を終了することに向けた準備を進めることが了承されたため、2024年度以降の北海道風力実証試験のため

のマージンの取扱いについてご報告する。

◼ なお、北海道風力実証試験の内容・結果および、実証終了後の運用方法については資料4-2のとおり。



3２．北海道風力実証試験の終了について

◼ 第49回系統ワーキンググループ（2023.12.6）において、 需給調整市場の全商品が本格的に開場する
2024年4月を目途に実証試験を終了することに向けた準備を進めることについて了承された。

◼ また、実証試験対象事業者さまに対して実証試験終了後の運用方法および出力制御の取り扱いの変更につい
て説明し、契約変更も含めご理解いただくことが必要としている。

出典：経済産業省 第49回電力・ガス事業分科会電力・
ガス基本政策小委員会 系統ワーキンググループ
（2023.12.6） 資料5-3



4３．北海道風力実証試験のためのマージンの取扱いについて

◼ 実証試験対象事業者さまのご理解及び契約変更等の対応が完了し実証試験を終了したことを条件として、北
海道風力実証試験のためのマージンは廃止とする。
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出典：経済産業省 第9回電力・ガス事業分科会電力・ガス基本政策小委員会 系統ワーキンググループ
（2016.11.25） 資料11-1

（参考）北海道風力実証試験のためのマージンの設定経緯

出典：第13回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会（2017.2.24）資料3

◼ 第9回系統ワーキンググループ（2016.11.25）において、北海道風力実証試験の実施に向けて連系線利用
ルールの整備を広域機関にて行うことが整理された。

◼ 第13回本委員会（2017.2.14）において北海道風力実証試験実施中はマージンを設定すること、第14回
（2017.3.23）及び第16回（2017.4.14）本委員会においてマージンの具体的な設定方法や量について
ご議論いただき、2017年度よりマージンを設定している。
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区分ごとの確保理由と具体的なマージンの算出方法 本委員会議論回

B0（順・逆方向）
・北海道風力実証試験に対応する調整力調達のための調整力枠として確保
調整力枠 ＝ 風力実証試験の連系量 × 風力発電予測誤差20%

B1（逆方向：北海道向き），C1（順・逆方向）
・北海道エリア内最大電源ユニット停止時（B1）または北本連系設備緊急停止時（C1）に北海道エリア
の周波数変動を一定値以内に抑制するために確保
・「月別、平休日別、昼夜間別」の断面ごとに、以下の要素をもとに算出
北海道エリアの最大電源ユニット（作業停止計画を考慮）
北海道エリアのエリア最小需要
北本連系設備の容量（北本、新北本の大きい方の値）（作業停止計画を考慮）

B0:第14回

B1:第12,25回
C1:第12,25回

（参考）マージンの具体的な算出方法

区分ごとの確保理由と具体的なマージンの算出方法 本委員会議論回

B0（順・逆方向）
・北海道風力実証試験に対応する調整力調達のための調整力枠として確保（北本に同じ）
C2（順方向：東京向き）
・東京エリア内の電源線事故（N-1）による電源脱落時に、連系線を介して東北エリアから流入してくる電力
により、同期安定性で決定している運用容量を潮流が超過しないよう確保
確保量 ＝ 東京エリアのN-1電源脱落量の20%相当（東北・東京エリア系統容量比）

（作業停止計画を考慮）

B0:第14回

C2:第11,12回

【北海道本州間連系設備】

【東北東京間連系線】

北海道風力実証試験のためのマージン廃止に伴う変更箇所を朱書き


